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※温泉地帯に属すもの
性を検定すると，t＝0．782となり，40％＜P＜
50％となり，有意でない・SO42一量について
は，温泉地帯の試料のSO42一量の卒均値X＝
2．81，その他の地域の土壌試料のSO42一量の
卒均値Y＝2．12で，三三値の差の有意性を検
定すると，t　＝O．　896で，30％〈P＜40　％と
なり，有意でない・
即ち降雨直後でなくても，温泉地帯の土壌
とその周辺地帯の土壌に附着している可溶性
塩：化物，硫酸塩：の量の雫均値の闇に有意の差
は認められない．
次に浜村温泉，勝見温泉の場合について
温泉地の井戸水中並びに土屡に附着しているCl一，　SO42一について（第10報）
も，第2表の※印のついた地域を盗泉地帯と
して同様に検定してみた．土壌に附着してい
るCl一量については，溜泉地帯の試料のC卜量
の卒均値X＝1．82，その周辺地帯の試料のCl一
量の牛均埴マ＝1．57で，その李均値の差の有
意性を槍定すると，t＝0。472で，50％〈pと
なり，有意でない．SO42一量については，温
泉地帯の試料のSO42一量の李均値X・＝2．81，
その周辺地帯の試料のSO42一：量の卒均値Y＝
2．34で，平均値の差の有意性を検定すると，
t＝0，520で，p＞50％となり，有意でない．
　即ちこの温泉地に於ても，降雨直後でなく
ても，土壌に附着しているCl一，　SO42一の量
については温泉地帯とその周辺地帯に於て有
意の差は認められない．
　以上の結果から，第5，8報に於て述べた
降雨の影響は必ずしも考えられないで，した
がって温泉叉はその源が表面土壌に関して可
9
溶性塩化物，硫酸塩の：量に本質的な差異を与
えるとは言えない・
　井戸水に於ては，はっきり温泉の影響が認
められるにも拘わら裾土壌に含まれている
可溶性塩化物や硫酸塩：の量は温泉；地帯とその
周辺；地帯で差が認められないという事は，之
等の二つの温泉地ばかりてなく，今後楡討す
べき問題であろう．
　　　　　　　結　　　　論
　松崎温泉，東郷温泉，浅津温泉及び浜村温
泉，勝見温泉に於て，降雨後旬日以上で土壌
試料を採集し，附着しているCl一，　SO4？一量
を定量した結果，何れも温泉地帯とその周辺
地帯で雫均直の差は有意でなかった・即ち第
5，8報で述べた降雨の影響は考えられない
　本研究に関し御指導御鞭　を賜った岡山大学温
泉研究所長坪井誠太郎博士，東京大学教授木村
健二郎博士並びに試料採集に関し御援助を頂いた
麻田寛一氏に深甚の深意を表する・
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STUDIES　ON　CHLORIDE　AND　SULFATE　CONTENT　OF
WELL　WATERS　AND　THE　AMOUNTS　OF　CHLORIDE
AND．rULFATE．F工XED　TO　SOIL　IN　TH：E　MI：NERAL
SPRING　PISTRICTS　（X）．
　　　MATSUZAKI，．TOGO　AND　一ASOZU　HOT　SPRINGS
　　　AND　HAMAMURA・AND　KACHIMI　HOT　SPRINGS
　　　　（　Continued　）
by　’Shunji　UMEMOTO
（DIVISION　OF　CHEMISTRY，　BALNEOLOGICAL　LABORATQRY，
OKAYAMA一　UNIVERSITY）
　　　At　M：atsuzaki，　Togo　and　AsQzu　Hot　Springs　and　at　Hamalnura．and　Kachimi．且ot
Springs，　the　amou’nts　of”chloride　and　sulfate　．fixed　to　soil　were　det・e；mined　with　．s　a　r
mples　w．hich　were　．coll¢cted　f，rom－yarious　parts　of　the　thermal　spring　zone　q．nd　．　its
outSide　area，’@more　than　tep　days／　’after　rainfall，　sQ　as　to　eliminate　itp　possible　effect．
The．amoun’ts　of’唐浮撃?≠狽?@were　determined　by　terbid，imetry　with　BaC12　sQlut・ion　arid
those．　of　chloride　were　’determined’bY　Mercutic　thiocyanate　method．
　　　In　the　average　．amounts　of．　chloride　and　sulfate，’　no　differences　were　fdund　bet－
ween　the　samples　collected　from　the　thermal　spring　zone　and　．its　outside”area．’
　　　The　same　fa6t　was　described　in　the　5th　and　8th　reports，　’but　errorneously・　ascrf
ibed　to　an　effect　bf　rainfall．　From　the　present　study　it　has　been　ascertained　that　the
fact　is　independent　of’　rainfall．
